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「下館祭り（みこし出御）」

森
田
茂
先
生
の

作
品
28
点
が

故
郷
に
里
帰
り

（２〜３ページに詳細）

し
も
だ
て
美
術
館

森
田
茂
作
品
を
新
た
に
28
点
収
蔵

　このほど、文化勲章受章者で洋画家の森田茂先生（平成 21 年３月逝去・

本市名誉市民）の遺族から、しもだて美術館に先生の作品（油彩画 18 点、

素描 10 点）が寄贈されました。寄贈された作品には、先生の初期の作品も

多く含まれており、森田芸術の変遷を知るうえでの貴重な絵画が、しもだ

て美術館の新たな収蔵品に加わることになりました。 しもだて美術館
Shimodate Museum of Art

森
田
先
生
の
遺
族
が
寄
贈



　

文
化
勲
章
受
章
者
で
本
市
名

誉
市
民
の
洋
画
家
・
森
田
茂
先

生
（
１
９
０
７
〜
２
０
０
９
）

の
遺
作
28
点
が
遺
族
の
柏
木
か

お
る
さ
ん
、
安
増
茂
樹
さ
ん
（
共

に
東
京
都
在
住
）
か
ら
し
も
だ

て
美
術
館
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
展
出
品
作
品
を
含
む
創
作

初
期
か
ら
晩
年
ま
で
一
連
の
代

表
作
を
集
め
て
お
り
、
日
本
近

代
洋
画
界
最
高
峰
の
作
品
が
こ

れ
だ
け
の
数
を
ま
と
め
て
寄
贈

さ
れ
る
の
は
大
変
貴
重
な
こ
と

で
す
。

　

森
田
先
生
の
作
品
は
、
力
強

い
筆
致
の
重
厚
な
画
風
が
知
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
寄
贈
さ
れ
た

作
品
に
は
、
素
描
（
デ
ッ
サ
ン
）

10
点
も
含
ま
れ
、
作
品
の
創
作

過
程
な
ど
を
伺
い
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
し
も
だ
て
美
術
館

で
は
、
平
成
22
年
度
に
特
別
展

示
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

森
田
茂
先
生
の

作
品
28
点
が

故
郷
に
里
帰
り

自宅アトリエで作品にむかう森田先生

「夜半の祭」2006 年　第 38 回日展

「黒川能（松風）」2005年 第 71 回東光展

「下館みこし渡御」素描 「黒川能」素描

創
作
活
動
を
知
る

貴
重
な
作
品
の
数
々

遺
族
が
寄
贈
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こ
の
度
、
ご
寄
贈
下
さ
れ
た

森
田
先
生
の
油
絵
と
デ
ッ
サ
ン

に
驚
い
て
い
る
。「
宵
月
の
富
士
」

を
筆
頭
に
、
風
景
や
下
館
の
み

こ
し
や
人
物
、
黒
川
能
な
ど
、

時
代
的
力
作
が
心
を
強
く
打
ち
、

壮
観
で
あ
る
。

　

十
八
歳
の
年
か
ら
絵
を
描
き

は
じ
め
、
八
十
数
年
間
の
修
業

で
体
得
し
た
作
品
は
、
あ
く
ま

で
深
く
高
く
、
芸
術
の
き
わ
み

を
呈
し
て
い
る
。

　

ふ
り
か
え
っ
て
、
私
は

四
十
六
年
間
、
油
絵
を
描
い
て

き
た
け
れ
ど
、
こ
の
偉
大
な
価

値
を
理
解
で
き
る
に
は
、
ま
だ

時
を
要
す
る
だ
ろ
う
。

　

と
に
か
く
、
魅
力
的
な
絵
で

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
は
途

方
も
な
く
高
遠
、
高
価
で
あ
る
。

何
度
で
も
美
術
館
に
足
を
運

び
、
深
い
水
底
に
沈
潜
し
つ
つ

輝
き
を
増
す
森
田
茂
の
世
界
を

鑑
賞
し
た
い
。

「祝膳のある静物」1961 年　第２回水光展

「黒川能 鼓方」素描

「文楽人形　男頭」素描
「風景」素描

洋画家 飯泉俊夫さん（小林）

日展評議員・審査員

明治 40 年に下館市本城町に生まれる。下館
尋常高等小学校に学び、大正 14 年、茨城県
師範学校を卒業後、画家を志して上京。昭
和９年、帝国美術院展覧会に「神楽獅子の
親子」が初入選。昭和 13 年には、第２回新
文展に「金蔵獅子」が特選となり、同作品
はイタリア首相に贈呈される。昭和 41 年「黒
川能」が文部大臣賞を受賞。昭和 45 年、改
組第１回日展出品作「黒川能」で日本芸術
院賞を受賞。昭和 52 年、勲三等瑞宝章を受
章。平成元年には、文化功労者、平成５年
には茨城県内で３人目、筑西市としては、
陶芸家・板谷波山に次いで２人目の文化勲
章を受章。平成 21 年３月、101 歳で逝去。

森田 茂 Shigeru Morita

柏木かおるさん   画家森田茂の魂を感じてもらいたい  

輝きを増す森田茂の世界
最上級の芸術を楽しんで

　

生
前
、
郷
里
に
恩
返
し
を
し
た
い

と
言
っ
て
い
た
の
で
、
祖
父
も
喜
ん

で
く
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

祖
父
は
90
歳
を
過
ぎ
た
こ
ろ
か
ら

車
イ
ス
の
生
活
に
な
り
ま
し
た
が
、

創
作
へ
の
意
欲
は
衰
え
る
こ
と
が
な

く
「
何
と
し
て
も
絵
を
描
き
た
い
」
と
、

ひ
た
す
ら
キ
ャ
ン
バ
ス
へ
向
か
う
姿

が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
で
あ
っ
た
黒
川
能

や
富
士
山
な
ど
の
代
表
作
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
常
に
新
し
い
技
法
や
作

風
を
学
ん
で
い
た
ス
ケ
ッ
チ
も
ぜ
ひ
、

ご
覧
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

　

し
も
だ
て
美
術
館
に
は
、
祖
父
の

初
期
か
ら
晩
年
ま
で
の
作
品
が
揃
っ

て
い
ま
す
。
一
人
の
画
家
の
全
体
像

を
感
じ
て
も
ら
え
た
ら
う
れ
し
く
思

い
ま
す
。

作品を寄贈されたお孫さんの柏木かおるさん
（左）と安増千明さん（寄贈者・安増茂樹氏夫人）
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２月４日、しもだて地域交流センターで、市政功労者等表彰式を開催しました。
叙勲受章者への記念品贈呈に続き、多年にわたり市の公益や振興発展のために尽く
された市政功労者の表彰を行い、その功績を称えました。

平成21年度 市政功労者等表彰式

�叙勲受章者
【春の叙勲】髙𣘺三郎　大泊信雄
上村禎男　小倉英司【秋の叙勲】
大木榮夫　小嶋寛一　【危険業務
従事者叙勲】髙橋兵一　濱野操　
谷島新一　沼田俊雄　蓮沼正男
増渕久昭　河野精次　新井幸雄　
小川力　※敬称略

�市政特別功労者【副市長】古宇田和夫　【農業委員会委員】塚原鉄雄　
�市政功労者【市長】冨山省三【自治協力員】永盛宣也　石橋和男　谷島豊　石塚利哉　岩見正道　江連利雄　藤澤
不二男　鈴木弘志　【統計調査員】江田恒夫  直井真由美　堀江節夫　齊藤きい　【民生委員児童委員】鈴木進　【保護
司】大林稔　小口訓右　塚原紀子　田﨑敏子　島田芳子　冨田英治　佐藤守　【学校医】河上隆太郎　【学校歯科医】
廣瀬宗治　飯島直　【市議会議員】宮﨑勇　【農業委員会委員】吉原一雄　 �一般表彰者【青少年相談員】谷島英子  
大島郁子  堀田阿以子　高橋一郎　【体育指導員】吉沢匡美　【関城地区ごみ散乱防止推進員会会長】柗本良一　【沖田
土地区画整理組合理事長】植木廣士　【生産組合長】新井勝男　直井保夫　【市職員】齋藤きよみ　児玉祐子 
�寄附者表彰【個人】冨山省三　田中良　柏木かおる　安増茂樹　※敬称略

▶表彰式に出席された
　叙勲受章者のみなさん

表彰式に出席された市政功労者のみなさん（地域交流センター・アルテリオ・集会室）
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筑西の祭フォトコンテスト
PHOTO CONTESTPHOTO CONTEST
筑西の祭りフォトコンテスト

筑西市観光協会長賞「彩光」告耕二（桜川市）

筑西市議会議長賞　「笠の華」
渡辺清（筑西市）

茨城新聞社長賞　「艶やかな出陣式」
小塙馨（桜川市）

下館商工会議所会頭賞「歓声のなかで」
大山信夫（筑西市）

筑西市教育長賞　「故人を忍ぶ夕べ」
飯村松雄（下妻市）

東京電力（株）下館支社長賞
「無心の笑顔」

栗原分平（筑西市）

筑西市長賞　「がんばれ豆力士」芦澤晋（下野市）

【審査員特別賞】長峰新平（筑
西市）、大倉勇（下妻市）
【佳作】飯田光信（下妻市）、
高須朋史（小山市）、宮田幸
雄（鹿嶋市）、渡辺実（小山市）

【あけの元気館】２月25日（木）まで　【協和公民館】２月26日（金）
〜３月11日（木）　【関城支所】３月15日（月）〜25日（木）
【市役所本庁舎】３月29日（月）〜４月８日（木）

作品
展示

平成 21年度「筑西の祭りフォトコ
ンテスト」の審査会が、１月 13日
に行われ、応募総数 62点の中から
次の作品が選ばれました。（敬称略）

筑西市観光協会
（筑西市役所商工観光課内）

☎２０−１１６０
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東
京
電
力（
株
）が

防
犯
灯
を
寄
贈

　

市
で
は
消
防
法
の
改
正
を
受
け

今
年
度
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

宅
を
対
象
に
、
５
０
４
台
の
煙
式

火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ

う
、
急
病
時
な
ど
に
消
防
署
へ
つ

な
が
る
「
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
」

を
設
置
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の

事
業
は
、
新
た
に
火
災
時
に
も
対

応
で
き
る
よ
う
、
緊
急
通
報
シ
ス

テ
ム
と
連
動
し
た
火
災
警
報
器
を

住
宅
の
寝
室
や
階
段
に
設
置
す
る

も
の
で
す
。

　

下
中
山
に
お
住
ま
い
で
一
人
暮

ら
し
の
須
藤
き
い
さ
ん
（
86
歳
）

は
「
今
ま
で
以
上
に
安
心
し
て
生

活
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
あ
り

が
た
い
こ
と
で
す
」
と
天
井
に
設

置
さ
れ
た
機
器
を
見
上
げ
て
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

問
高
齢
福
祉
課　

内
線
２
２
７

安
心
を
笑
顔
に

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
宅
に

煙
式
火
災
警
報
器
を
設
置

火災警報器は緊急通報シ
ステムと連動しています。

「安心して暮らせるよう
になります」と笑顔の
須藤きいさん（下中山）。

　平成 21 年度茨城県市町村広報コン
クールで、本紙が２年連続となる特選に
選ばれました。
　特選を受賞した 11月号では「小栗内
外大神宮」の重文指定を表紙に、協働の
まちづくりや行政改革の取り組みなどを
紹介しました。今後も、市民のみなさん
により親しまれる広報紙づくりをめざし
ますのでご期待ください。
問広報広聴課　内線３１２、３１３

県広報
コンクール ピープルが特選

筑西市広報紙

１月 20 日、東京電力（株）下館支社（木
村重秋支社長）から「通学路の安全確
保に役立ててほしい」と防犯灯 20 台
と取付バンド 20 本が寄贈されました。

野
焼
き
は
原
則
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

　

家
庭
や
事
業
所
で
行
う
ご
み
の
野

外
焼
却
（
野
焼
き
）
は
、
廃
棄
物
処

理
法
に
よ
り
原
則
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
煙
、
す
す
、
悪
臭
な
ど
に
よ
り

近
隣
住
民
に
迷
惑
を
か
け
る
ば
か
り

で
な
く
、
ぜ
ん
そ
く
の
発
作
な
ど
人

の
健
康
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
ほ

か
、
火
災
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
の

で
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
農
業
者
等
の
行
う
も
の
で

例
外
的
に
認
め
ら
れ
る
場
合
も
あ
り

ま
す
が
、
最
近
は
社
会
状
況
の
変
化

に
よ
り
通
報
や
苦
情
の
対
象
と
な
る

こ
と
が
多
く
、
違
反
に
問
わ
れ
る
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
十
分
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
悪

質
な
野
外
焼

却
を
行
っ
た

場
合
は
、
直霞ヶ浦水環境フォーラム

〜霞ヶ浦の環境学習の未来を考える〜

３月13日（土）午前10時～午後３時30分
霞ヶ浦環境科学センター（土浦市沖宿町1853）

■
周
辺
の
生
活
環
境
や
、
住
民
の
健
康
に
害
を
も
た
ら
す
恐
れ
の
あ
る

焼
却
行
為
は
絶
対
に
行
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

罰
と
し
て
５
年
以
下
の
懲
役
若
し
く

は
１
千
万
円
以
下
の
罰
金
、
又
は
こ

の
両
方
が
科
せ
ら
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

問
県
西
県
民
セ
ン
タ
ー
環
境
・
保
安

課
「
野
焼
き
・
不
法
投
棄
１
１
０
番
」

　

０
１
２
０-
５
３
６-

３
８
０

生
活
環
境
課
公
害
対
策
室

内
線
４
２
７
・
４
２
８

※
休
日
・
夜
間
で
緊
急
の
と
き
は
、

筑
西
警
察
署
☎
24-

０
１
１
０
へ

�内容＝活動事例発表、意見交換会、ワークショップ（水質分析、
プランクトン観察、アクリルたわし作り、投網体験など）

問霞ヶ浦環境科学センター　☎０２９-８２８-０９６１
HP http://www.kasumigaura.pref.ibaraki.jp/

入場無料
土浦駅東口から
シャトルバスを
運行します
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行 政 ニ ュ ー ス

竹
島
地
区
農
業
集
落
排
水
処

理
施
設
が
完
成
し
竣
工
式

「
下
館
・
時
の
会
」
が
ま
ち
づ

く
り
グ
リ
ー
ン
リ
ボ
ン
賞

防
災
行
政
無
線
の
運
用
開
始

民
間
自
治
功
労
者
表
彰

男
女
共
同
参
画
審
議
会
が
答
申

　

平
成
14
年
度
か
ら
整
備
を
進
め

て
い
た
竹
島
地
区
の
農
業
集
落
排

水
処
理
施
設
の
完
成
を
受
け
、
１

月
28
日
、
市
内
の
ホ
テ
ル
で
竣
工

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
事
業
は
、
総
事
業
費
14
・
１
億

円
で
、
計
画
人
口
１
３
８
０
人
、

戸
数
３
０
４
戸
の
生
活
排
水
を
処

理
し
ま
す
。

　

推
進
協
議
会
の
根ね

本も
と

俊と
し
か
ず一

会
長

は
「
事
業
の
完
成
に
よ
っ
て
、
生

活
環
境
の
向
上
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
自
然
環
境
の
再
生
に
も
貢
献

で
き
る
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

市
全
域
を
カ
バ
ー
す
る
デ
ジ
タ

ル
式
防
災
行
政
無
線
の
開
局
式
が

２
月
１
日
、
市
役
所
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

防
災
行
政
無
線
は
、
関
城
・
明
野
・

協
和
地
区
で
は
従
来
か
ら
運
用
し

て
い
ま
し
た
が
、
機
器
の
老
朽
化

や
ア
ナ
ロ
グ
方
式
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
デ
ジ
タ
ル
方
式
へ
の
改
修
を

行
い
、
下
館
地
区
に
つ
い
て
は
未

整
備
で
あ
っ
た
た
め
、
新
設
整
備

　

筑
西
市
男
女
共
同
参
画
審
議
会

（
水み
ず

柿が
き

一か
ず

俊と
し

会
長
）
は
１
月
27
日
、

諮
問
を
受
け
て
い
た
計
画
案
に
つ
い

て
吉
澤
市
長
に
答
申
し
ま
し
た
。

開局式では、吉澤範夫市長が運用
開始のメッセージを放送しました。

時の蔵に併設されてい
る「蔵の谷間のトイレ」

２月６日に開催された「茨城県まち
づくりシンポジウム」の席上、表彰
式が行われました。（桜川市シトラス）

男女共同参画審議委員から吉澤範夫市長に
答申書が手渡されました。

竹島地区の横島に完成した農業集落
排水の処理場。農村生活の環境改善
が期待されます。

受賞の報告のため市役所を訪れた、
(左から）田崎善彦さん、篠﨑和子さ
ん、鬼澤和江さん

　

答
申
で
は
、
固
定
的
な
性
別
役
割

分
担
意
識
の
解
消
に
向
け
た
Ｐ
Ｒ
や

女
性
の
登
用
率
状
況
な
ど
を
具
体
的

に
数
値
で
示
す
よ
う
に
求
め
て
お

り
、
今
年
度
策
定
す
る
本
市
の
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
「
筑
西
市
男
女
共
同

参
画
基
本
計
画
」
に
具
体
的
施
策
と

し
て
盛
り
込
ん
で
い
き
ま
す
。

を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

吉
澤
範
夫
市
長
は
「
緊
急
時
に

は
迅
速
に
情
報
を
伝
達
し
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
社
会
を
め
ざ
し
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
、
運
用
開
始
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
放
送
し
ま
し
た
。

　

下
館
・
時
の
会
（
一い
ち

木き

努つ
と
む

代
表
）

が
茨
城
県
の
『
ま
ち
づ
く
り
グ
リ
ー

ン
リ
ボ
ン
賞
』
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、
景
観
の
整
備
や
ま

ち
づ
く
り
活
動
に
功
績
の
あ
っ
た

方
々
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　

茨
城
県
市
長
会
民
間
自
治
功
労

者
の
表
彰
式
が
２
月
10
日
に
、
県

市
町
村
会
館
（
水
戸
市
）
で
行
わ
れ
、

鬼お
に

澤ざ
わ

和か
ず

江え

さ
ん
（
下
中
山
）、
田た

崎さ
き

善よ
し

彦ひ
こ

さ
ん
（
玉
戸
）、
篠し

の

﨑ざ
き

和か
ず

子こ

さ

ん
（
樋
口
）
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
長
年
に
わ
た
り
公
共

の
事
業
に
貢
献
し
、
地
方
自
治
の

振
興
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
方
々
に

贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　

下
館
・
時
の
会
は
、「
時
の
蔵
」

を
保
存
活
用
し
た
取
り
組
み
と
ま

ち
づ
く
り
フ
ァ
ン
ド
事
業
を
活
用

し
た
「
蔵
の
谷
間
の
ト
イ
レ
」
の

建
設
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
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６年生が描くぼくの夢・わたしの夢

マイ・ドリ ー ム

※氏名は敬称略

小
栗
小
学
校

児
童
数  

1
5
7
人

僕
の
夢
は
、
カ
メ
ラ
マ
ン

に
な
る
こ
と
で
す
。
筑
西
市

の
写
真
を
た
く
さ
ん
と
っ
て

全
国
に
広
め
、
観
光
客
が
訪

れ
る
ま
ち
に
し
た
い
で
す
。

　
私
の
夢
は
、
栄
養
士
に
な

る
こ
と
で
す
。
栄
養
士
に

な
っ
て
市
内
で
働
き
、
み
ん

な
が
健
康
に
暮
ら
せ
る
手
伝

い
を
し
た
い
で
す
。

　
僕
の
夢
は
、
医
者
に
な
る

こ
と
で
す
。
た
く
さ
ん
の
人

の
病
気
を
治
し
て
あ
げ
、
み

ん
な
が
元
気
に
暮
ら
せ
る
ま

ち
に
し
た
い
で
す
。

　
私
の
夢
は
、
学
校
の
養
護

教
諭
に
な
る
こ
と
で
す
。
け

が
を
し
た
子
ど
も
た
ち
の
手

当
や
悩
み
事
の
相
談
に
や
さ

し
く
接
し
て
あ
げ
た
い
で
す
。

　
僕
の
夢
は
、プ
ロ
サ
ッ
カ
ー

選
手
に
な
る
こ
と
で
す
。サ
ッ

カ
ー
を
多
く
の
人
に
広
め
、

サ
ッ
カ
ー
が
盛
ん
な
元
気
な

ま
ち
に
し
た
い
で
す
。

谷
や じ ま

島　拓
た く み

実

田
た さ き

﨑　雅
ま さ や

弥

池
い け だ

田　芽
め い

生

野
の ぐ ち

口　茜
あかね

矢
や だ

田　利
としゆき

之

岩
いわしま

島　惇
じゅんぺい

平

鬼
おにざわ

澤　崇
たかし

椎
し い な

名　真
ま ゆ

由

福
ふ く だ

田　美
み き

葵

石
い し と

戸　大
だ い き

貴

大
田
小
学
校

児
童
数  

８
２
６
人

私
の
夢
は
、
美
容
師
に
な

る
こ
と
で
す
。
カ
ッ
ト
し
た

後
に
お
客
さ
ん
に
喜
ん
で
も

ら
え
る
美
容
師
に
な
れ
る
よ

う
頑
張
り
た
い
で
す
。

　
僕
の
夢
は
、
医
者
に
な
る

こ
と
で
す
。
医
者
に
な
っ
た

ら
病
気
や
ケ
ガ
で
苦
し
ん
で

い
る
た
く
さ
ん
の
人
を
僕
の

手
で
助
け
て
あ
げ
た
い
で
す
。

　
僕
の
夢
は
、
大
工
さ
ん
に

な
る
こ
と
で
す
。
今
ま
で
お

世
話
に
な
っ
た
人
た
ち
に
、

丈
夫
で
立
派
な
家
を
建
て
て

あ
げ
た
い
で
す
。

　
私
の
夢
は
、
声
優
に
な
る

こ
と
で
す
。
た
く
さ
ん
の
人

に
作
品
を
見
て
も
ら
い
、
見

た
人
が
楽
し
い
気
分
に
な
れ

る
声
優
に
な
り
た
い
で
す
。

　
僕
の
夢
は
、
ピ
ア
ニ
ス
ト

に
な
る
こ
と
で
す
。
僕
の
ピ

ア
ノ
を
聴
い
た
人
が
、
幸
せ

な
気
持
ち
に
な
っ
て
く
れ
る

よ
う
な
演
奏
を
し
た
い
で
す
。
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 ぼくたち・わたしたち １歳になりました わが家 ドのアイ ル

　平成 21 年５月生まれのお子さんの写真を募集しています。 写真裏面に①お子さんの氏名 ・ふりがな ・生年月日 ・性別②保護者氏名 ・郵便番号 ・

住所 ・電話番号を明記し、 ３月 31 日 （水） までに市広報広聴課へ。

ちゃん大
おおうら

浦  紫
し の

乃
３ （玉戸）  月  日生 6

３ （蓮沼）  月  日生 8
くん中

な か の

野  遥
は る と

斗

ちゃん中
な か の

野  愛
ま な み

未

ちゃん市
いちむら

村  芽
め い

唯 くん鴨
か も し だ

志田 陽
は る と

翔

３ （蓮沼）  月    日生12

３ （東榎生）  月    日生18 ３ （幸町）  月    日生24

くん齋
さいとう

藤 権
ご ん べ え

兵衛
３ （伊佐山）  月  日生 7

くん坂
さかいり

入  大
や ま と

和 くん増
ますぶち

渕  友
ゆ う や

哉

ちゃん西
にしむら

村  梨
り な

菜

ちゃん篠
しのざき

﨑  結
ゆ い

衣 ちゃん谷
や べ

部  心
こ は る

春

３ （井出蛯沢）  月    日生10 ３ （稲野辺）  月    日生10

３ （関本分中）  月    日生18

３ （幸町）  月    日生25 ３ （玉戸）  月    日生26

くん高
たかした

下  晃
こうすけ

輔
３ （女方）  月  日生 7

くん箱
はこもり

守  悠
ゆうせい

成

新
あ ら い

井  悠
は る や

哉

くん山
やまざき

﨑  怜
れんじゅ

樹

くん中
なかやま

山  蒼
そ う た

太

３ （小川）  月    日生11

３ （東榎生）  月    日生13

３ （みどり町）  月    日生24

３ （関本下）  月    日生26

くん新
あ ら い

井  梧
こ う た

太
３ （中舘）  月  日生 7

くん伊
い と う

藤  響
ひびき

ちゃん大
おおしま

島  和
わ か な

奏

くん白
しらすな

砂  光
み つ き

貴

くん宮
みややま

山  陸
り く と

斗

３ （幸町）  月    日生12

３ （市野辺）  月    日生13

３ （成田）  月    日生25

３ （直井）  月    日生30

くん後
ご と う

藤  健
たける

３ （蕨）  月  日生 5

くん土
ど い

井  蒼
そうすけ

甫 くん森
もり

  晴
は る ひ

陽

くん濵
は ま の

野  星
せ な

那

３ （樋口）  月    日生12 ３ （女方）  月    日生13

３ （関本分中）  月    日生28

くん

9



まちのわだいまちのわだい

　１月 23 日、コミュニティプラザ
でＮＨＫアナウンサーの古

ふ る や

屋和
か ず お

雄さ
んを招いた講演会が開かれました。
　この講演会は、ちくせい女性団体
連絡協議会（羽

は ね だ せ つ こ

田節子会長）と市が
共催で開催したもの。古屋さんは、
｢女のこだわり 男のわすれもの｣ の
演題で、阪神淡路大震災を取材した
際の経験から、「仕事中心の生活を
送りがちな男性も、仕事以外の家庭
や地域、趣味など様々な分野で、豊
かに暮らしていくことが大切です」
と話されました。

　１月 31 日、黒子の千妙寺で「梨
の里・節分祭」が開催されました。
関城幼稚園と関城保育所の園児約
50 人が、保護者とともに無病息災
を願う護摩祈祷を受けた後、元気に
豆まき。集まった人たちは手を伸ば
して受け止めていました。また、境
内では物産展やアトラクションが行
われ、多くの人でにぎわいました。

男女共同参画社会につい
て古屋和雄さんが講演

下館七羽黒めぐりバスツ
アーを開催

「鬼は外、福は内」
千妙寺で恒例の節分祭

今後は“まちるむ”を全国各地での
開催、下館で映画祭開催を予定

　

｢

映
画
で
下
館
の
魅
力
を
発

信
し
よ
う｣

と
埼
玉
大
３
年
の

高た
か
は
し
り
ょ
う

橋
遼
さ
ん
ら
大
学
生
が
市

内
で
自
主
映
画
の
制
作
を
行
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
制
作
に
併

せ
地
域
参
加
型
映
画
制
作
イ

ベ
ン
ト｢m

ま
ち
る
む

achilm
 project in 

SHIM
ODA

TE｣

が
２
月
11
日

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

や
学
生
な
ど
５
チ
ー
ム
が
参

加
。
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
で
撮

影
を
行
い
、
そ
の
日
の
う
ち
に

編
集
、上
映
。
上
映
会
場
と
な
っ

た
ア
ル
テ
リ
オ
に
は
約
60
人
が

集
ま
り
手
作
り
の
映
画
を
鑑
賞

し
ま
し
た
。

映
画
で
ま
ち
に
元

気
を
！

　今年で３回目となった「下館七羽
黒神社めぐりツアー・初詣｣ が１月
27 日に開催され、45 人が参加しま
した。
　ちくせい観光ボランティアガイド
協会の案内で七羽黒を参拝したほ
か、今年は国指定文化財となった小
栗内外大神宮も訪れ、参加者たちは
興味深げに拝観していました。

はしご車による避難訓練
を実施

　２月８日に上野小学校（黒
くろさわけいじ

澤敬二
校長）で全校児童 168 人が参加した
避難訓練が行われました。
　避難訓練では、消火器による消火
訓練のほか、はしご車による救助活
動を実施（３階に逃げ遅れて取り残
されたという設定）。
　救助活動を体験した児童たちは、

「今日は避難訓練だったので消防士
の人が指導してくれ、落ち着いてで
きた。実際の火事の時にも今日の訓
練を活かし落ち着いて避難したい」
と話していました。

ハーレーダビットソン中古車販売店
筑西市茂田ザ・ヒロサワ・シティ ☎ 0296（21）1180

イイハーレー

ハーレーのご試乗は手ぶらでOK！！
www.hirosawa-shoji.co.jp

ウエア・小物
類も取り揃え
ております。

広沢農園・貸農園
ザ・ヒロサワ・シティつくばスイミングアカデミー

筑西市茂田　☎0296（24）5888筑西市市野辺175-1 ☎ 0296（25）7777

農事組合法人筑波大学監修プログラム

一区画３０㎡で
３００区画の貸農
園。家族連れで一
日中ゆっくり楽し
めます。

幼児・学童・成人水
泳・腰痛・アクア
ウォーキング・フ
リーコースなど多彩
なメニュー。
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　下館中学校２年生による ｢立志の
集い｣ が２月５日、同校体育館で行
われました。生徒自ら手がけた式典
では、『自分らしく夢に向かって』と
いうテーマのもと、職場体験発表、
３年生から２年生に贈る言葉、決意
発表、親子の手紙交換などが行われ、
将来の自分を考える場となりました。
　また同校出身で現在青森山田高校
で野球部のコーチである美

み さ い つ た だ な り

齊津忠也
さんが講演を行い、｢夢や希望を持っ
て頑張ってほしい｣ とエールを送り
ました。

自分たちの将来に向けて
志を新たに ｢立志の集い｣

“元気にもどってくるんだよ”な
ど声をかけながら放流しました。

　

鬼
怒
川
小
貝
漁
業
協
同

組
合
主
催
の
鮭
の
稚
魚
放

流
会
が
１
月
30
日
、
鬼
怒

川
新
川
島
橋
下
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

稚
魚
の
放
流
は
同
組
合

が
昭
和
30
年
よ
り
実
施
し

て
お
り
、
今
年
で
55
回
目

で
今
年
も
50
万
尾
を
放
流

し
ま
し
た
。

　

ま
た
放
流
後
に
は
、

鬼
怒
川
を
愛
す
る
会

（
中な

か
ざ
わ
せ
い
い
ち

澤
清
一
会
長
）
か
ら
豚

汁
が
振
る
舞
わ
れ
た
ほ
か
、

ゲ
ー
ム
大
会
な
ど
が
行
わ

れ
参
加
し
た
家
族
連
れ
を

楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

鬼
怒
川
で
鮭
の

稚
魚
を
放
流

　県教育委員会の社会人による学習
支援事業の一環として、小栗小学校

（山
や ま も と れ い こ

本麗子校長）では、洋画家で日
展評議員の飯

いいずみとしお

泉俊夫さん（小林）を
講師に迎え、５、６年生の児童 59
人が自画像に挑戦しました。
　飯泉先生は、「自画像はルールが
分かれば誰でも上手な絵が描けます
よ」と児童たちにコツを伝授。
　最終日の１月 29 日には、色づけ
を行い、「顔の色は肌色だけではあ
りませんよ」と観察することの大切
さを児童たちに伝えていました。

　関城地区の里山・五郎助山では「の
のはな自然育児の会（設

し だ ら え み こ

楽詠美子代
表）」が『森のようちえん』で楽し
く遊んでいます。参加しているのは、
就学前の子供たちとお母さんたち。
　２月５日には、５組の親子が、里
山のスタッフ小

お じ ま ま さ お

嶋政男さんから指導
を受け「布ぞうり作り」に挑戦。色
鮮やかなぞうりができました。

　１月 26 日、文化財防火デーを前
に、成田にある市指定文化財の二所
神社で地元のみなさん約 50 人が参
加し、合同防災訓練を行いました。
　訓練は神社拝殿から出火し、本殿
に燃え移る恐れがあるという想定。
筑西消防署からタンク車１台と、消
防団第 20、21 分団の消防車２台が
出動し一斉に放水しました。

「自分の顔を観察してね」
飯泉俊夫先生が絵の指導

寒さなんか平気だよ！
森のようちえんにおいでよ

成田の二所神社で火災を
想定した合同防災訓練
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図書館へ行こう今月のおすすめ本
中 央 図 書 館

◆
お
茶
系
飲
み
も
の
か
ら
、
食
感
が
楽
し
い

飲
み
も
の
、
大
人
の
カ
ク
テ
ル
ま
で
、
お

家
で
つ
く
れ
る
ド
リ
ン
ク
レ
シ
ピ
を
紹
介
。

お
い
し
い
紅
茶
・
コ
ー
ヒ
ー
・
お
茶
の
入
れ

方
や
果
実
酒
の
作
り
方
な
ど
も
掲
載
。

◆
使
い
方
を
間
違
え
る
と「
凶
器
」と
な
っ

て
し
ま
う
お
金
。
お
金
に
つ
い
て
正
し
く

学
び
「
お
金
の
教
養
」
を
身
に
つ
け
、
社

会
に
出
て
か
ら
お
金
に
苦
労
し
な
い
知
性

を
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
養
う
た
め
の
本
。

◆
人
を
説
得
し
気
持
ち
よ
く
仕
事
を
さ
せ

る
、
こ
と
ば
の
魔
術
力
と
柔
軟
な
対
応
力
。

J
リ
ー
グ
三
連
覇
を
遂
げ
た
名
将
、
鹿
島
ア

ン
ト
ラ
ー
ズ
の
監
督
が
、
鹿
島
で
の
三
年
間

や
、少
年
時
代
、コ
ー
チ
時
代
を
振
り
返
る
。

◆
「
役
不
足
」
っ
て
自
分
の
力
よ
り
役
が

上
？
そ
れ
と
も
下
？
使
う
場
面
や
相
手
を

間
違
え
て
使
わ
れ
て
い
た
り
、
間
違
っ
て

覚
え
て
い
る
こ
と
が
多
い
日
本
語
な
ど
を

一
挙
に
紹
介
し
、正
し
い
使
い
方
を
解
説
。

◆
食
感
が
軽
く
て
、
し
な
や
か
な
薄
焼
き

ス
ポ
ン
ジ
の
作
り
方
を
紹
介
。
ロ
ー
ル

ケ
ー
キ
、
う
ず
巻
き
ケ
ー
キ
、
ス
ペ
シ
ャ

ル
な
日
の
ケ
ー
キ
な
ど
、
簡
単
テ
ク
ニ
ッ

ク
で
で
き
る
33
品
の
レ
シ
ピ
を
収
録
。

◆
浅
草
、
銀
座
、
表
参
道
、
神
楽
坂
…
。

路
線
図
を
た
よ
り
に
電
車
で
出
か
け
て
み

ま
せ
ん
か
。
東
京
の
人
気
エ
リ
ア
の
見
所

や
、
贈
っ
て
喜
ば
れ
る
お
み
や
げ
等
を
、

地
下
鉄
の
駅
を
基
点
に
案
内
し
ま
す
。

明 野 図 書 館

【講談社】

【講談社】 【保育社】【大和書房】

【ＰＨＰ研究所】 【ポプラ社】

薄焼きスポンジ
パーフェクトブック

かわいい子には
｢こづかい｣ を
あげるな！

オズワルド・
オリヴェイラ自伝

センパイ！
その日本語

まちがってます！

ＴＯＫＹＯ
地下鉄ぐるり
おみやげ散策

著：オズワルド・オリヴェイラ
訳：高井　蘭童

編：ＰＨＰ研究所

著：小泉　俊昭
監修：泉　正人   著：植松　眞人

イラスト：伊藤　美樹著：加藤　千恵

図書館イベント情報
中央図書館☎ 24-3530  明野図書館☎ 52-2466

★明野図書館　おはなし会
　午後 2 時から　児童室にて
☞３月 7 日…『トリケラトプスとティ
ラノザウルス』・『LOLLIPOP』（英語）
☞３月 14 日…『おしゃかさまのたん
じょう日』・『みんなでんしゃ』

★赤ちゃん向け読み聞かせ
▶３月 25日に中央図書館で予定して

いました読み聞かせはシステム統合に
よる休館のため、中止となりました。

★お知らせ
　４月１日より中央図書館・明野図書
館・関本公民館図書室・協和公民館図
書室の図書管理システムが統合されま
す。この準備作業のため、３月 15 日
～ 31 日まで中央図書館・明野図書館
とも休館させていただきます。ご不便
をおかけいたしますが、ご理解とご協
力をお願いいたします。
　また４月１日から図書利用カードが
新しくなり、１枚のカードで２館・２
室の図書がどこでも借りたり、返した
りできるようになります。例えば中央
図書館の本を協和公民館図書室に取り

寄せて借りる
ことができま
す。（図書・紙
芝居・雑誌の
み。視聴覚資料は除く。）新しいカー
ドを作るには身分証明書をご持参のう
え、図書館にお越し下さい。今までの
古いカードと交換いたします。詳細は
図書館内のチラシや図書館ホームペー
ジをご覧下さい。
◎中央図書館
http://library.city.chikusei.lg.jp/　
◎明野図書館
http://www.library-akeno.jp/

お家でつくれる！
おいしい飲み物
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私
は
し
も
だ
て
美
術
館
を
、
み
ん

な
が
集
ま
り
、
市
民
と
と
も
に
歩
ん

で
い
く
、
そ
ん
な
美
術
館
に
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、

誰
で
も
参
加
で
き
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
ど
ん
ど
ん
開
催
し
て
い
き
た
い

で
す
ね
。
壁
に
た
だ
絵
を
か
け
て
お

く
の
が
ア
ー
ト
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

作
品
を
見
る
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も

も
大
人
も
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
も
学
芸
員

も
一
緒
に
な
っ
て
ワ
イ
ワ
イ
騒
ぎ
な

が
ら
、
も
の
を
作
っ
た
り
描
い
た
り

し
て
、
そ
の
な
か
で
豊
か
な
心
を
養
っ

て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ア
ー
ト
は
そ
ん
な
に
難
し
い
も
の

じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
。
み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ

気
軽
に
美
術
館
に
来
て
く
だ
さ
い
」。

人輝く

安
井  

収
蔵

「
森
田
先
生
は
明
治
人
間
の
気
骨
が
あ

り
、
勇
ま
し
い
人
で
し
た
ね
。
先
生
は

黒
川
能
を
描
く
こ
と
を
ラ
イ
フ
ワ
ー

ク
に
し
て
い
ま
し
た
が
、
先
生
自
身

も
奥
さ
ん
も
能
を
や
っ
て
ま
し
て
ね
、

渋
谷
の
能
楽
堂
ま
で
観
に
行
っ
た
思

い
出
が
あ
り
ま
す
」
と
懐
か
し
そ
う

に
語
っ
て
く
れ
た
の
は
、
し
も
だ
て

美
術
館
長
の
安や

す

井い

収し
ゅ
う
ぞ
う

蔵
さ
ん
（
83
歳
・

西
東
京
市
在
住
）。
筑
西
市
出
身
で
文

化
勲
章
受
章
者
の
洋
画
家
・
森
田
茂

先
生
と
親
交
の
あ
っ
た
安
井
さ
ん
は
、

そ
の
縁
で
し
も
だ
て
美
術
館
の
館
長

に
就
任
。
平
成
15
年
の
開
館
当
初
か

ら
幅
広
い
経
験
と
人
脈
を
生
か
し
、

市
民
に
親
し
ま
れ
る
美
術
館
に
と
力

を
注
い
で
い
ま
す
。

「
森
田
先
生
の
絵
は
素
朴
で
情
熱
的
で

オ
ー
ラ
が
あ
り
ま
す
。
市
民
の
み
な

さ
ん
に
は
ぜ
ひ
美
術
館
に
足
を
運
ん

で
い
た
だ
き
、
こ
う
し
た
地
元
作
家

の
作
品
に
直
接
触
れ
て
ほ
し
い
で
す

ね
。
写
真
や
テ
レ
ビ
で
は
、
作
品
の

表
面
し
か
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
ず
は

自
分
の
目
で
本
物
を
見
て
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
、
こ
こ
を
原
点
に
第
２
、
第

３
の
森
田
先
生
の
よ
う
な
人
が
生
ま

れ
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
」。

　

名
古
屋
市
出
身
の
安
井
さ
ん
は
、

大
学
卒
業
後
、
毎
日
新
聞
社
で
美
術

記
者
と
し
て
活
躍
。
退
職
後
も
美
術

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
、
美
術
を

取
り
巻
く
社
会
現
象
に
鋭
い
考
察
を

加
え
執
筆
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

「
こ
う
い
う
時
代
で
す
か
ら
、
た
と

え
ば
、
ア
ー
ト
な
ん
か
よ
り
も
福
祉

が
大
切
だ
と
い
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。
で
も
、
心
を
豊
か
に
す
る

の
も
福
祉
の
一
つ
だ
と
思
う
ん
で
す
。

ア
ー
ト
は
心
を
癒
し
て
く
れ
る
し
、

元
気
づ
け
て
も
く
れ
ま
す
か
ら
。

し
も
だ
て
美
術
館 

館
長

さ
ん

「
み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
美
術
館
に

来
て
く
だ
さ
い
。
み
ん
な
で

ア
ー
ト
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
」

℡0296-57-2969
お問い合わせ、お申し込みは下記まで

（代表） 乳幼児教室、小学生・
中学生・高校生教室十里▪真壁中央▪明野ピース・スフィア教室

1213



SPORTS
市民スポーツの広場

真壁武道大会 茨城県陸上競技記録会
11 月１日　桜川市真壁体育館 10 月 18 日　笠松スポーツフェスティバル

川島小学校
❖1年生の部

❖４年生の部
❖６年生の部

❖３年生の部

❖５年生の部

　団体の部

第3位

第3位
第3位

第3位 第3位

優　勝 優　勝

第２位

優　勝優　勝

※氏名は敬称略

  磯    拓海・ 牛島 裕太・内田 光平

武田　啓佑・ 平澤 雄稀（ともに６年）

❖６年男子80㍍ハードル ❖６年男子走り高跳び

❖６年男子走り幅跳び
牛島　裕太 武田　啓佑

磯　拓海

優　勝関城柔道会優　勝

並木 琉貴弥

島田　千寛

（関城西小）

（関城西小）

野寺　  匠

吉村　功輔

（結城城南小）

（関城東小）（関城東小）

（関城東小）

（関城東小）

山口　道孝

松本　愛未 松本　誠由

　男子 400㍍リレー 52 秒 05（大会新記録）

（13秒07） （１ｍ43cm）

（４m59cm）

第    回　県下中学校交歓笠間市駅伝大会
１月 17 日　　笠間芸術の森公園

47

     １区  佐々木 大空（２年）/ ２区  増渕 康介（２年）

３区  板橋 和也（２年） / ４区  渡邉  亮汰（１年）/ ５区  田部井 陽佑（２

年）/ ６区  横田 颯也（２年）/ ７区  谷口  航大（２年）

　第４7回県中学校交歓笠間市駅伝大会が１
月 17 日笠間芸術の森公園で開催されました。
　県内より男子 38 チーム・女子 31 チームが
出場した大会で、男女とも下館南中チームが
見事優勝しました。男子は昨年の優勝に続き
連覇、女子は３連覇を果たしました。

１区　中山  知洋（１年）/ ２区  今泉  麻弥（１年）

３区  板橋  彩夏（２年）/ ４区  今泉  麻依（１年）/ ５区  星　怜那（２年）

/ ６区  堀江  由香（２年）/ ７区  糸山  真依（２年）

下館南中女子チーム

下館南中男子チーム
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シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
は
、
道
具
を
一

切
使
わ
ず
、
い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
ひ
と

り
で
気
軽
に
で
き
る
体
操
で
、
脳
卒
中
に
よ

る
片
マ
ヒ
が
あ
る
人
や
、
関
節
が
硬
く
な
る

の
を
予
防
す
る
た
め
に
、
寝
た
ま
ま
、
座
っ

た
ま
ま
、
立
っ
た
ま
ま
で
も
で
き
る｢

い
き

い
き
ヘ
ル
ス
体
操｣

、
簡
単
な
動
き
で
関
節
の

柔
軟
性
を
高
め
た
り
、
筋
肉
が
強
化
で
き
る

運
動｢

い
き
い
き
ヘ
ル
ス
い
っ
ぱ
つ
体
操｣

が
あ
り
ま
す
。

　

１
月
10
日
に
は
、
下
館
総
合
体
育
館
で
シ

ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
の
考
案
者
で
あ
る

大お
お
た田
仁ひ

と
し史
先
生
を
招
き
『
介
護
予
防
と
シ
ル

バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
』
の
演
題
の
も
と
健
康

づ
く
り
の
講
演
会
が
開
催
さ
れ
、
約
２
０
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
演
の
中
で
大
田
先
生
は
、
き
た
る
べ
き

『
超
』
高
齢
化
社
会
に
向
け
て
の
準
備
と
し
て

「
自
分
の
体
は
自
分
で
守
る
」
と
い
う
意
識
を

持
ち
、
高
齢
者
仲
間
が
お
互
い
に
助
け
合
い
、

介
護
を
受
け
や
す
い
体
力
を
つ
け
る
必
要
性

が
あ
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
体
操
指
導
で
は
、
無
理
を
せ
ず
で
き

る
体
操
か
ら
始
め
、
持
続
す
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
、
参
加
し
た
人

と
一
緒
に
体
を
動
か
し
て
い
ま
し
た
。

　

筑
西
市
で
も
平
成
17
年
に｢

筑
西
市
い
き

い
き
ヘ
ル
ス
会
（
岡お
か
だ田
英ひ

で
し

会
長
）｣
を
発
足

し
ま
し
た
。
指
導
士
も
現
在
は
50
人
に
な
り
、

市
民
の
健
康
維
持
、向
上
の
為
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
励
み
「
健
康
で
長
寿
日
本
一
」
を

め
ざ
し
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

岡
田
会
長
は
、｢

参
加
者
５
人
に
１
人
の
指

導
士
が
つ
く
こ
と
が
理
想
で
あ
り
、
今
後
た

く
さ
ん
の
指
導
士
を
誕
生
さ
せ
、
会
場
に
足

を
運
べ
な
い
人
も
参
加
で
き
る
環
境
を
作
り

た
い
で
す
。
ま
た
指
導
士
資
格
も
数
回
の
講

習
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
取
得
で
き
ま
す
の

で
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
や
っ
て
み
た

い
と
思
っ
て
い
る
方
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す｣

と
の
こ
と
で
す
。

　

自
治
会
や
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
で
集
ま
っ
た

時
に
は
、
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
の
出
前

講
座
を
利
用
し
て
、
体
力
づ
く
り
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

○
指
導
士
希
望
…
い
き
い
き
ヘ
ル
ス
会
ま
で

　
　

☎
０
９
０
（
４
５
９
７
）
０
７
７
６

○
出
前
講
座
希
望
…
市
民
協
働
課
ま
で

シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
と
は

ど
こ
へ
で
も
出
張
（
出
前
講
座
）

▲大田先生の見本に合わせ体操する参加者のみなさん

★椅子に座ってできるリ
ハビリ体操に私も挑戦し
てみました。簡単な動き
で筋肉もほぐれ、心地よ
い気持ちになりました。

介
護
さ
れ
や
す
い
カ
ラ
ダ
を
つ
く
ろ
う
！

安
やす

　洋
よう こ

子さん (門井 )

　

皆
さ
ん
は
何
か
運
動
を
し
て
い
ま
す
か
？
日
常
生
活
に
支
障
が
な
い
し
特
別
な
に
も

し
て
い
な
い
な
ぁ
と
い
う
人
が
大
半
か
と
思
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
き
た
る
べ
き
老
後
に

備
え
、
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
で
楽
し
く
体
力
づ
く
り
を
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

市民記者のページ
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４
月
１
日
か
ら
国
民
健
康
保
険
の

被
保
険
者
証
（
保
険
証
）
が
更
新
と

な
り
ま
す
。
保
険
証
（
カ
ー
ド
）
は

こ
れ
ま
で
と
同
様
、
世
帯
主
に
ま
と

め
て
３
月
下
旬
に
簡
易
書
留
郵
便
で

送
付
し
ま
す
。
た
だ
し
、
保
険
税
に

納
め
忘
れ
の
あ
る
世
帯
は
別
に
通
知

し
ま
す
。
▼
保
険
証
が
届
い
た
ら
、

記
載
内
容
に
間
違
い
が
な
い
か
、
ま

た
加
入
者
全
員
分
が
あ
る
か
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。
▼
社
会
保
険
に
加
入

し
た
と
き
な
ど
は
届
け
出
が
必
要
で

す
。
国
民
健
康
保
険
証
と
加
入
し
た

健
康
保
険
証
の
両
方
を
持
参
し
、
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
世
帯
主
、

住
所
等
が
変
更
と
な
る
場
合
も
世
帯

全
員
の
保
険
証
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
▼
就
学
や
施
設
入
所
の
た
め
住

民
票
が
筑
西
市
に
な
い
と
き
は
、
在

学
、
入
所
証
明
書
等
を
持
参
の
う
え
、

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
医
療
保
険
課　

内
線
２
４
５

　

平
成
22
年
度
の
加
入
手
続
き
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
会
費
を
そ
え
て

市
役
所
・
川
島
出
張
所
・
各
支
所
窓

口
へ
（
加
入
チ
ラ
シ
と
申
込
書
は
各

窓
口
に
あ
り
ま
す
）。

問
市
民
安
全
課　

内
線
４
５
８
・４
５
９

　

茨
城
県
が
実
施
す
る
西
橋
架
換
工

事
の
た
め
、
全
面
通
行
止
め
と
な
り

ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
期
間
＝
３
月
15
日
（
月
）
〜
９
月

27
日
（
月
）（
歩
行
者
も
含
め
て
24
時

間
全
面
通
行
止
め
）
▼
場
所
＝
市
内

松
原
（
西
橋
）

問
茨
城
県
筑
西
土
木
事
務
所　

道
路

整
備
課
☎
24-

９
２
７
４

【
関
城
地
区
】
▼
日
時
＝
３
月
16
日

（
火
）
午
後
７
時　

▼
場
所
＝
関
城
体

育
館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
【
明
野
地
区
】

▼
日
時
＝
３
月
12
日
（
金
）
午
後
７

時　

▼
場
所
＝
明
野
公
民
館
研
修
室

【
協
和
地
区
】
▼
日
時
＝
３
月
17
日

（
水
）
午
後
７
時　

▼
場
所
＝
協
和
多

目
的
研
修
セ
ン
タ
ー
研
修
室

▼
対
象
＝
現
在
、
各
地
区
内
の
社
会

体
育
施
設
を
定
期
的
に
利
用
し
て
い

る
団
体
、
ま
た
は
今
後
利
用
を
計
画

し
て
い
る
団
体
の
代
表
者　

▼
内
容

＝
４
月
～
９
月
ま
で
の
定
期
利
用
の

調
整
、
施
設
利
用
に
あ
た
っ
て
の
諸

注
意
な
ど　

※
時
間
厳
守

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
下
館
総
合
体

育
館
）
☎
28-

５
０
４
０

▼
開
催
期
間
＝
５
月
〜
平
成
23
年
３

月
（
概
ね
月
２
回
）
▼
場
所
＝
市
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー　

▼
募
集
人
数
＝

陶
芸
40
人
、
籐
（
竹
）
細
工
30
人
、

革
工
芸
40
人　

※
応
募
多
数
抽
選
（
初

Information

暮らしの

情報

本庁
☎ 0296-24-2111（代表）

筑西市下中山 732 番地１

関城支所
☎ 0296-37-6111（代表）

筑西市舟生 1040 番地

明野支所
☎ 0296-52-1111（代表）

筑西市海老ヶ島 1300 番地

協和支所
☎ 0296-57-2511（代表）

筑西市門井 1962 番地 2

３.１
2010

案

内

国
民
健
康
保
険
証
の
更
新

▶防災行政無線で放送した内容を再
度聞くことができます。
問消防防災課　☎内線３６８・３６９

【防災無線再応答サービス】
フリーダイヤル

０１２０−０２９６−９９

関
城
・
明
野
・
協
和
地
区
体

育
施
設
利
用
者
会
議

西
橋
架
換
工
事
に
伴
う
全
面

通
行
止
め
の
お
知
ら
せ

募

集

生
き
が
い
と
創
造
の
事
業
講

座
生
募
集

県
民
交
通
災
害
共
済
加
入
手

続
き
は
お
早
め
に

至協和

松原交差点 通行止め箇所（西橋）

至下館

大
川

筑西つくば線つ
く
ば
真
岡
線

ココストア

明野支所セブン
イレブン

※
後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
証
の
有
効

期
限
は
、
７
月
末
日
ま
で
で
す
の
で
、

今
回
は
郵
送
さ
れ
ま
せ
ん
。

蔵見学受付中（要予約）

www.raifuku.co.jp

来福酒造株式会社　筑西市村田1626  ☎
リーディング証券（株）下館支店

〒308-0031 茨城県筑西市丙115☎0296-22-3136

ジーク証券・下館支店は、リーディング証券・下館支店に生まれ変わりました。

至小山 国道50号 至水戸

至小山 至水戸

関東つくば銀行

美術館

足利銀行
筑西市役所

板谷波山
記念館

今話題のブラジル、イン
ドなどへ投資する投資信
託をご用意しています。

今、新興国が熱い！！今、新興国が熱い！！
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心
者
優
先
）
▼
対
象
＝
市
内
在
住
で

60
歳
以
上
の
人　

▼
費
用
＝
無
料
（
材

料
費
等
の
実
費
負
担
あ
り
）
▼
申
込

期
間
＝
３
月
８
日
（
月
）
〜
12
日
（
金
）

（
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
）
▼
受
付

場
所
＝
市
役
所
本
庁
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

ホ
ー
ル
（
８
日
午
前
10
時
以
降
は
高
齢
福

祉
課
・
川
島
出
張
所
・
各
支
所
福
祉
課
へ
）

問
高
齢
福
祉
課　

内
線
２
２
４
・２
２
７

　

４
月
か
ら
の
保
育
所
入
所
に
つ
い

て
、
定
員
に
満
た
な
い
保
育
所
（
園
）

の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

▼
申
込
期
間
＝
３
月
１
日
（
月
）
〜

５
日
（
金
）（
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
15
分
）
▼
申
込
先
＝
こ
ど
も
課

及
び
各
支
所
福
祉
課　

▼
必
要
書
類

＝
入
所
申
込
書
、
添
付
書
類
（
保
育

が
で
き
な
い
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

な
ど
）、
平
成
21
年
分
の
保
護
者
の
所

得
税
額
が
わ
か
る
書
類
（
後
日
必
要
）

※
入
所
案
内
・
申
込
書
等
は
こ
ど
も

課
・
各
支
所
・
保
育
所
（
園
）
に
あ

り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
※
４
月

開
園
予
定
の「
認
定
こ
ど
も
園（
仮
称
）

め
ぐ
み
保
育
園
」（
二
木
成　

☎
22-

２
８
４
３
）
に
入
園
希
望
の
人
は
直

接
保
育
園
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

入
所
案
内
等
は
保
育
園
に
あ
り
ま
す
。

問
こ
ど
も
課　

内
線
２
５
４
・
２
５
６

▼
対
象
＝
市
内
在
住
で
農
家
で
な
い

人　

▼
利
用
期
間
＝
４
月
１
日
～
平

成
23
年
３
月
31
日　

▼
申
込
み
＝ 
３

月
10
日
（
水
）
午
前
10
時
〜　

費
用

と
印
鑑
持
参
の
う
え
、
市
農
政
課
へ
。

【
土
に
親
し
む
農
園
】
▼
場
所
＝
二
木

成
１
６
２
４
番
地
他
（
下
館
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
南
側
）
▼
募
集
区
画
＝

先
着
順
で
13
区
画
（
１
区
画
20
㎡
）

▼
費
用
＝
３
，
０
０
０
円

【
ふ
れ
あ
い
農
園
】
▼
場
所
＝
田
宿

２
２
３
番
地
１
（
つ
く
ば
明
野
北
部
工

業
団
地
フ
ァ
ナ
ッ
ク
南
側
・
市
道
田
宿

猫
島
線
沿
い
）
▼
募
集
区
画
＝
先
着
順

で
６
区
画
（
１
区
画
25
㎡
、
水
道
設
備

無
し
）
▼
費
用
＝
１
，
０
０
０
円

問
農
政
課　

☎
20-

１
１
６
１

▼
日
時
＝
４
月
４
日
（
日
）
午
前
９

時
〜
午
後
４
時　

▼
場
所
＝
下
岡
崎

近
隣
公
園　

▼
申
込
み
＝
３
月
25
日

（
木
）
ま
で
（
※
飲
食
店
は
除
く
）

問
申
下
館
さ
く
ら
商
店
街
振
興
組
合

下
館
製
粉　

落
合
☎
22-

４
１
２
７

　

地
図
（
コ
マ
図
）
を
使
っ
て
市
街
地

を
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
▼
日
時
＝
３

月
14
日
（
日
）
受
付
：
午
前
９
時
30
分

〜
９
時
50
分　

ス
タ
ー
ト
：
午
前
10
時

▼
集
合
場
所
＝
市
役
所
前
駐
車
場
（
小

雨
決
行
）　

▼
募
集
人
数
＝
先
着
２
０
０

人　

▼
服
装
＝
運
動
の
で
き
る
服
装
、

運
動
靴　

▼
参
加
費
＝
無
料　

▼
主
催

＝
筑
西
市
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
協
会　

▼
１
チ
ー
ム
２
～
６
人
で
編
成　

▼
申

込
期
間
＝
３
月
２
日（
火
）～
12
日（
金
）

問
申
秋
田　

☎
FAX
28-

４
９
５
８

平
成
22
年
度
保
育
所
入
所
児

３
次
募
集

　茨城県では、下館・結城都市計画道路 長方・蓮沼線
（国道 50 号協和バイパス）の都市計画案を作成するた
め、都市計画法の規定に基づき関係図書の閲覧及び公
聴会の開催を行います。図書の内容についてご意見の
ある人は、公述申出期間中に公述申出書を茨城県知事
あてに提出してください。

市
民
農
園
利
用
者
募
集

第
22
回
下
館
さ
く
ら
祭
り
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
参
加
者
募
集

下館・結城都市計画に関する
関係図書の閲覧及び公聴会

▶図書の概要＝都市計画道路 長方・蓮沼線（国道 50 号
協和バイパス）の追加　▶図書の閲覧期間及び公述申出
期間＝３月８日（月）～ 16 日（火）※ 土・日曜日を
除く。▶図書の閲覧場所・問合せ先＝茨城県都市計画課

（県庁 21 階） ☎０２９- ３０１- ４５８３／市都市計画課
（スピカ分庁舎４階）☎２０- １１７８　▶公述申出書の
提出＝閲覧場所に備え付けの用紙に必要事項を記入のう
え、茨城県知事 橋本昌 宛（〒 310-8555 水戸市笠原町
978-6 県都市計画課扱い）に提出してください。※３月
16 日（火）必着　▶公聴会の開催日時・場所＝３月 23
日（火）午後１時～　下館武道館 2 階会議室 C　※公述
申出者がいない場合には、公聴会は開催しません。公述
申出者が多数の場合には、公述人を選定します。
▶都市計画道路 長方・蓮沼線（国道 50 号協和バイパス）
については昨年 12 月に素案説明会を開催したところで
すが、今回、説明会の開催結果を市のホームページに掲
載しましたのでお知らせします。内容は市都市計画課で
もご覧になれます。
問都市計画課☎２０- １１７８

　平成 12 年度からご協力いただいていた都市計画道路
海老ヶ島中央通り線事業について、事業の前提となる
土地区画整理事業の見通しが立たないことから、平成
21 年度の公共事業再評価委員会において審議の結果、
事業を中止することになりました。大変ご迷惑をおか
けしますが、ご理解いただけますようお願いします。

海老ヶ島中央通り線の事業中止のお知らせ

第
５
回
筑
西
市
ウ
ォ
ー
ク
ラ

リ
ー
大
会
参
加
者
募
集

問筑西土木事務所☎２４- ９２７４

萩原総合法律事務所
～よりよい明日への一歩を共に～

茨城県弁護士会所属  弁護士  萩原慎二
　　　法律相談  30 分 5,250 円～

筑西市乙828-3 SATOHビル 2階（JR下館駅南口徒歩 30秒）

☎0296-48-8875
（月～金  9:00 ～ 12:00、13:00 ～ 17:30）

SATOHビル２階
下館駅南口

入口は南駐車場側となります

入口 パチンコ店

1F BIGFACE

Ｐ

債務
整理
債務
整理もう１社から借りる前にご相談ください
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主
催
＝
川
島
蘭
友
会

問
宮
田
☎
28-

０
３
２
０

▼
日
時
＝
３
月
21
日
（
日
）
午
後
２

時
開
演　

▼
場
所
＝
ア
ル
テ
リ
オ
１

階
集
会
室　

▼
演
奏
＝
つ
く
ば
ウ
ェ

ス
ト
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
青
少
年
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ　

▼
曲
目
＝
Ｇ
線
上
の
ア
リ

ア
（
バ
ッ
ハ
）
他　

▼
入
場
無
料

問
木
戸
（
筑
子
保
育
園
内
）

☎
24-

０
２
５
２

▼
日
時=

３
月
27
日
（
土
）
午
後
１

時
開
演　

▼
場
所
＝
県
西
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー　

▼
入
場
無
料

問
下
館
工
業
高
校

☎
22-

３
６
３
２
（
稲
見
）

 

▼
日
時
＝
３
月
14
日
（
日
）
午
後
２
時

開
演　

▼
場
所
＝
筑
西
市
民
会
館　

▼

曲
目
＝
ア
ル
メ
ニ
ア
ン
ダ
ン
ス
全
曲
他

▼
特
別
出
演
＝
下
館
北
中
学
校
吹
奏
楽

部
、
桜
川
中
学
校
吹
奏
楽
部　

▼
入
場

料
＝
当
日
５
０
０
円（
前
売
４
０
０
円
、

学
生
３
０
０
円
）
小
学
生
以
下
無
料

問
須
藤
☎
０
９
０-

８
８
９
１-

５
１
４
４

▼
日
時
＝
４
月
〜
８
月
の
毎
月
第
１
・３

火
曜
日
（
全
10
回
）、
午
後
７
時
～
９
時

▼
場
所
＝
関
本
公
民
館
・
学
習
室

▼
募
集
人
数
＝
先
着
20
人
（
初
心
者
限

定
）
▼
材
料
費
＝
粘
土
代
１
，
０
０
０

円　

▼
申
込
締
切
＝
３
月
20
日
（
土
）

問
申
関
城
陶
遊
会

水
書
☎
37-

７
５
３
４

　

ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
３
月
の
行
事
▼
６
日
（
土
）
水

戸
観
梅
ウ
ォ
ー
ク
（
水
戸
線
下
館
発
午

前
７
時
29
分
の
最
前
車
両
）
▼
10
日

（
水
）
古
賀
志
山
ハ
イ
キ
ン
グ
（
県
西

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・
午
前
７
時
）
▼

14
日
（
日
）
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
指
導
員
認

定
講
習
会
（
ひ
た
ち
な
か
市
内
）
▼
27

日
（
土
）・
28
日
（
日
）
古
河
ま
く
ら

が
の
里
花
桃
ウ
ォ
ー
ク（
事
前
申
込
１
，

５
０
０
円
、
当
日
２
，
０
０
０
円
）
１

日
だ
け
参
加
も
可　

▼
28
日
（
日
）
千

葉
・
佐
倉
ふ
る
さ
と
広
場
等
散
策　

▼

連
合
会
個
人
会
員
も
募
集
中
（
年
会
費

１
，
５
０
０
円
・
保
険
料
込
み
）

問
申
筑
西
市
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
連

合
会　

大
倉　

☎
０
９
０-

４
８
２
６-

８
９
５
０　

FAX
24-

３
２
８
０

【
警
察
官
Ａ
】
▼
受
験
資
格
＝
昭
和
56
年

４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
大

学
（
短
大
を
除
く
）
を
卒
業
し
た
人
（
見

込
み
を
含
む
）
又
は
人
事
委
員
会
が
こ

れ
と
同
等
と
認
め
る
人　

▼
受
付
期
間

＝
２
月
24
日
（
水
）
～
４
月
14
日
（
水
）

▼
第
１
次
試
験
日
＝
５
月
９
日
（
日
）

問
筑
西
警
察
署
☎
24-
０
１
１
０

●
対
象
＝
幼
児
・
児
童
・
保
護
者

【
夢
く
ら
ぶ
】▼
日
時
＝
３
月
13
日（
土
）

午
後
２
時
〜　

▼
場
所
＝
関
本
公
民

館
・
和
室　

▼
内
容
＝
絵
本
「
か
ら
す

の
パ
ン
や
さ
ん
」「
ふ
ゆ
の
よ
る
の
お

く
り
も
の
」、紙
芝
居「
か
ち
か
ち
や
ま
」

「
土
の
中
の
お
し
ゃ
べ
り
」
他

問
小
川
☎
37-

３
５
５
６

【
読
み
聞
か
せ
の
会
て
る
て
姫
】
▼
日

時
＝
３
月
20
日
（
土
）
午
前
10
時
30

分
～　

▼
場
所
＝
協
和
公
民
館
・
和

室　

▼
内
容
＝
絵
本
「
花
さ
か
じ
じ

い
」「
く
っ
き
ー
だ
い
す
き
」
他

問 

飯
山
☎
57-

６
７
８
２

【
協
和
お
は
な
し
会
】
▼
日
時
＝
３
月

25
日
（
木
）
午
前
10
時
30
分
～　

▼
場

所
＝
協
和
公
民
館
・
和
室　

▼
内
容
＝

絵
本
「
バ
ジ
ー
の
や
だ
や
だ
び
ょ
う
」

紙
芝
居
「
ね
な
い
こ
だ
あ
れ
」
他

問
海
老
澤
☎
57-

４
４
６
１

■
３
月
15
日
（
月
）
〜
31
日
（
水
）

ま
で
中
央
図
書
館
は
休
館
し
ま
す
。

読
み
聞
か
せ
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
日
時
＝
３
月
17
日
（
水
）
午
前
９

時
～　

▼
場
所
＝
ア
ル
テ
リ
オ
前
ま

ち
か
ど
広
場　

▼
品
名
＝
味
噌
、
ひ

し
お
、
花
、
手
作
り
小
物
、
不
用
品

リ
サ
イ
ク
ル
な
ど

問
日
向
野
☎
22-

３
０
０
６

▼
日
時
＝
３
月
19
日（
金
）〜
22
日（
月
）

午
前
10
時
〜
午
後
６
時
（
最
終
日
は

５
時
ま
で
）
▼
場
所
＝
文
化
ギ
ャ
ラ

リ
ー
（
ス
ピ
カ
６
階
）
▼
入
場
無
料

問
長
谷
川
☎
24-
６
６
８
８ 

▼
日
時
＝
３
月
13
日
（
土
）・
14
日
（
日
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
14
日
は
４
時

ま
で
）　

▼
場
所
＝
川
島
公
民
館　

▼

読
み
聞
か
せ

イ
ベ
ン
ト

第
20
回
春
蘭
展

写
真
講
座
「
Ｄ
Ａ
Ｎ
」
作
品
展

●バドミントン、卓球、ソフトバレー
ボール、バランスボール等の軽スポー
ツ、太極拳を行っています。
▶日時＝３月４・18・25日（木）５・
12・19・26日（金）午後7時〜　下
館総合体育館　▶費用＝小・中学生４，
０００円　高校生・一般５，０００円（年
会費、保険料を含む）　▶必要品＝体育
館用シューズ、運動のできる服装
問申ＡＳＫスポーツクラブ館西事務局
（下館総合体育館内）☎28-５０４０

ＡＳＫスポーツクラブ館西
筑
西
市
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ク
ラ

ブ
連
合
会
参
加
者
募
集

第
８
回
つ
く
ば
ウ
ェ
ス
ト
シ

ン
フ
ィ
ニ
ア
定
期
演
奏
会

下
館
工
業
高
校
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
部

第
３
回
定
期
演
奏
会「
Ｊ
ａ
ｚ
ｚ
工
房
」

し
も
だ
て
吹
奏
楽
団
「
ス
プ
リ

ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
１
０
」

陶
芸
教
室
受
講
生
募
集

日
用
品
即
売
会　
筑
西
市
生
活
学
校

茨
城
県
警
察
官
採
用
試
験
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予
防
接
種
が
あ
り
ま
す
。
ま
だ
受
け

て
い
な
い
人
は
、「
子
ど
も
の
予
防
接

種
協
力
医
療
機
関
」
で
早
め
に
受
け

ま
し
ょ
う
。
中
学
生
に
な
る
と
有
料

に
な
り
ま
す
。

問
保
健
予
防
課
☎
22-

０
５
３
５

　
▼
日
時
＝
３
月
17
日
（
水
）
午
後
１
時
30
分

〜
４
時　

▼
場
所
＝
ア
ル
テ
リ
オ
・
セ
ミ

ナ
ー
室　

▼
費
用
＝
３
０
０
円
（
資
料
代
）

問
ア
イ
ネ
ッ
ト　

浅
沼

☎
０
９
０-

３
１
４
０-

４
８
６
５

▼
日
時
＝
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
の
午

後
１
時
～
５
時　

※
３
月
22
日
（
月
）

は
休
み　

▼
場
所
＝
市
青
少
年
セ
ン

タ
ー
（
ス
ピ
カ
３
階
）

問
☎
24-
６
０
８
１
（
直
通
）

相談日時・予約先 相談会場

３月 19 日（金） 
午前 10 時〜正午
■予約＝３月５日（金）
午前９時〜
市社会福祉協議会
へ電話申込  ☎ 22-
5191（市内在住の人・
５人で締切、受付順）

協和総合
センター

＊相談員＝弁護士 ＊秘密厳守・無料 ＊来訪順

法 律 相 談 （ 社 協 ）

相談日時 会場 申込先

３月 11 日（木）
午後１時
〜３時

関城保健
センター

スピカ分庁舎
☎ 22-0506

３月９日（火）
午前10時
〜11時 筑西

保健所 ☎ 24-3911
３月 29 日（月）

午後 4 時
〜 5 時

こころの健康相談
＊要予約　＊秘密厳守・無料

▼日時＝毎週土曜日　午前 10 時～
午後３時　 ▼相談員＝ＤＶ被害に悩
む女性の支援活動グループ　ＷＥＳ
Ｔらいず　▶電話相談＝☎ 25-3902
＊秘密厳守・無料

ＤＶ被害者支援ホットライン

　 女性の専門相談員がＤＶ、セクハラ
などの相談に応じます。▶日時＝毎週
月曜日（午前９時 30 分～正午）、毎週
木曜日（午後１時 30 分～４時） ▼ 場
所＝市役所　 ▼申し込み＝上記日時に
家庭児童相談室（☎ 24-2613）へ。

女性問題相談　要予約・秘密厳守・無料

ＭＴ21・健康づくり講演会
▶日時＝３月18日（木）午後1時30分〜
▶場所＝スピカ分庁舎３階健康ひろば　▶内容
＝「うつ病の上手なつきあい方」　▶講師＝三
岳荘小松崎病院院長　小松崎聡先生
問健康づくり課☎２２-０５０６

健康運動教室

シルバーリハビリ体操教室

▶日時＝３月９日（火）・23日（火）午後１
時30分～３時　▶場所＝スピカ分庁舎３階健
康ひろば　▶対象＝運動のできる市民　▶募集
人数＝35人　▶必要品＝バスタオル、タオル、
飲み物　運動のできる服装・運動靴で
問申健康づくり課☎２２-０５０６　健康運
動普及員会会長　鳥生厚夫☎２０-３３８６

▶日時＝３月３日（水）、10日（水）、17日（水）
午後１時30分～３時　▶場所＝スピカ分庁
舎３階健康ひろば　▶講師＝シルバーリハビ
リ体操指導士　▶募集人数＝先着30人　▶
必要品＝タオル、飲み物、動きやすい服装で
問申健康づくり課☎２２-０５０６
　筑西市いきいきヘルス会会長
　岡田英☎３７-４００６

生涯学習奨励単位認定該当事業 ▼
日
時
＝
３
月
28
日
（
日
）
午
前
９
時

30
分
開
演　

▼
場
所
＝
市
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー　

２
階
多
目
的
ホ
ー
ル　

▼
内

容
＝
歌
謡
と
踊
り
の
発
表　

▼
主
催
＝

館
と
よ
子　

▼
後
援
＝
市
社
会
福
祉
協

議
会

問
館
と
よ
子
☎
25-

２
７
６
０

▼
日
時
＝
３
月
10
日
（
水
）
午
前
10
時

15
分
～
11
時
45
分　

▼
テ
ー
マ
＝
マ
マ

の
笑
顔
が
コ
コ
ロ
を
ほ
ぐ
す　

▼
場
所

＝
市
立
中
央
図
書
館
・
和
室　

▼
講
師

＝
（
社
）
ス
コ
ー
レ　

平
石
喜
美
子　

▼
入
場
無
料
、
託
児
所
あ
り

問
野
口 

☎
22-

４
６
９
７

▼
日
時
＝
３
月
７
日
（
日
）
午
前
10

時
30
分
～
正
午　

▼
場
所
＝
茨
城
県

県
西
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

▼
テ
ー

マ
＝｢

あ
り
が
と
う｣

の
一
言
が
家

庭
を
変
え
る　

▼
講
師
＝
倫
理
研
究

所
講
師　

戸
井
田
幸
子　

▼
整
理
券

＝
１
，
０
０
０
円　

▼
後
援
＝
文
部

科
学
省
、
市
教
育
委
員
会

問
諸
江
☎
28-

４
７
２
０

▼
日
時
＝
３
月
29
日
（
月
）
午
後
３

時
〜
４
時　

▼
場
所
＝
市
民
病
院
２

階
会
議
室　

▼
演
題
＝
お
な
か
の
「
が

ん
」
に
つ
い
て　

▼
講
師
＝
消
化
器

外
科
医
長　

石
川
義
典

問
市
民
病
院
庶
務
課
庶
務
管
理
係

☎
28-

２
２
６
１　
　

　

小
学
６
年
生
は
、
三
種
混
合
予
防

接
種
の
追
加
接
種
と
し
て
二
種
混
合

健

康

ス
コ
ー
レ
母
親
セ
ミ
ナ
ー

相

談

青
少
年
な
ん
で
も
相
談

問い合わせ

関城支所総務課
☎ 37-6111 内線 371

市広報広聴課
☎ 24-2111 内線 314

関城支所総務課
☎ 37-6111 内線 371

市広報広聴課
☎ 24-2111 内線 314

市広報広聴課
☎ 24-2111 内線 314

申し込み

事前申込不要

（当日来訪順受付）

３月 15 日（月）
午前 9 時〜電話予約
（先着８人まで）

相談員

遊 佐 行 弘

小 野 澤 桂 子

加 藤 清 位

池 羽 七 郎

行政相談委員

（総務大臣委嘱）

弁護士

人
権
擁
護
委
員

相談会場

関城支所
3 階委員会室

武道館
３階会議室

関城支所
3 階委員会室

武道館
３階会議室

武道館
３階会議室

相談日時

３月 18 日（木）
午前 10 時〜正午

３月 25 日（木）
午後１時〜 3 時

３月 18 日（木）
午前 10 時〜正午

３月 25 日（木）
午後１時〜 3 時

３月 25 日（木）
午後１時〜４時

区分

人権
相談

行政
相談

法律
相談

＊費用無料、秘密厳守、市内在住の人生活の困りごと相談（市）

小
学
６
年
生
の
お
子
さ
ん
へ

　昨秋から波山記念館で

は、企画展「波山陶芸の舞

台裏」が開かれています。

そこで陶片の修復に携わっ

たのが、斯界の第一人者繭

山浩司氏。映画「HAZAN」

の中で砕かれた波山作品を

制作した齊藤勝美氏やお馴

染みの荒川正明先生とともに、波山陶片の魅力に

ついて語り尽くしていただきます。

- 第７回波山の夕べ -

不
登
校
の
解
決
に
向
け
て

「陶片から波山を語る」

家
庭
倫
理
講
演
会

講師　古陶磁修復家　繭山浩司先生

下館・時の会　第19回企画

市
民
病
院　

３
月
の
健
康
講
座

新型インフルエンザワクチンの
接種費用助成制度

　新型インフルエンザワクチンの接種
については、今までの接種対象者に加
えて健康成人を含むすべての人が接種
可能となりました。市では、低所得者

（生活保護世帯、市民税非課税世帯）の
市民を対象に、助成制度を設けていま
すので、ワクチンを接種する人は保健
予防課までお問い合わせください。
問保健予防課☎２２- ０５３５

主催：下館・時の会
後援：筑西市・筑西市教育委員会・（財）波山先生記念会・しもだて美術館

問Ｔ’ｓ設計室　☎２３- ２６０７

入場無料３月３日
午後６時 30 分（開場：午後６時 15 分）

アルテリオ１階集会室

（水）

館
と
よ
子
と
仲
間
の
集
い

第
12
回
福
祉
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

�筑西市文化協議会下館支部講演会「坂本龍馬の生涯」▶日時＝３月７日（日）午後1時30分〜
▶場所＝筑西市民会館　大会議室　▶講師＝宮本朔夫氏　▶入場無料　問生涯学習課☎２２-０１８３

1819



発
行
／
筑
西
市
　
編
集
／
市
長
公
室
広
報
広
聴
課

〒
308 -8616　

茨
城
県
筑
西
市
下
中
山
732 -1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
TEL 0296 -24 -2111

広
報

筑
西

 ピ
ー

プ
ル

N
o.96
平
成
22
年
3
月
1
日

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.city.chikusei.lg.jp

人口＝男 53,707 人　女 54,970 人　計 108,677 人　世帯数＝ 35,345 世帯（平成 22 年２月１日現在・常住人口）

編
集
後
記

　

森
田
茂
先
生
の
作
品
28
点
が
新

た
に
美
術
館
に
収
蔵
さ
れ
ま
し
た
。

お
孫
さ
ん
の
柏
木
か
お
る
さ
ん
は

「
ゆ
っ
く
り
と
遠
く
か
ら
見
て
」
と

話
し
て
い
ま
す
。
本
当
に
絵
の
表

情
が
変
化
し
て
き
ま
す
よ
。　
（
ま
）

体
で
感
じ
る 

幽
玄
の
世
界

満
開
の
桜
の
も
と

篝か
が
り
び火

に
映
し
出
さ
れ
る

幽
玄
の
世
界
を

ご
堪
能
く
だ
さ
い

狂言 萩大名❖

野村万蔵　他

能 忠度❖

清水寛二　他

獅子素囃子❖

大倉正之助　他

❖みんなでチャレンジ 小鼓連調
指導　大倉正之助

能「忠度」清水寛二

主催 /明野薪能実行委員会　後援 /筑西市・筑西市教育委員会
問い合わせ /明野公民館☎0296-52-5333

第17 回 明野薪能

４月

明野公民館運動広場 特設舞台
午後５時始　入場無料

日（土）10
（雨天時：明野公民館大ホール）

※花冷えの折、あたたかい身じたくでお出かけください。

放流を待つ鮭の稚魚　鮭の放流会が２月 21 日、
勤行川で行われました。北の海をめざして約
１万㌔の旅に出発します。元気に帰ってきてね。

　
「
私
は
市
民
の
便
利
屋
。
何
で
も

や
り
ま
す
」
と
安
井
館
長
。
美
術

評
論
家
と
し
て
全
国
を
飛
び
回
る

傍
ら
、
市
民
の
た
め
に
思
い
を
巡

ら
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
み
な
さ

ん
、ぜ
ひ
気
軽
に
美
術
館
へ
。（
＠
）

　

シ
ョ
ー
ト
フ
ィ
ル
ム
の
制
作
を

通
じ
て
、
ま
ち
の
魅
力
を
発
信
す

る
「
ま
ち
る
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。

自
分
た
ち
の
手
で
ま
ち
を
盛
り
上

げ
て
い
こ
う
と
い
う
大
学
生
た
ち

の
若
い
力
を
応
援
し
た
い
。（
悠
）

21


